
★特集（6～7ページ）
学校給食センターが新しくなります

★一般質問は11人（９ページ～）

★第４回定例会は、12月５日（月）に開会の予定です。

９月補正後の予算
一般会計：193億2,461万円
（対前年度同期△21億2,321万円、△9.9％）

平成17年
（2005年）10月
第15号

伊万里子ども太鼓（「アイランド花どんたく」にて）
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日 種 別 内 容
開 会
会議録署名議員の指名

5席 本会議 会期の決定
市長提出議案等24件 ……一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

7戚 本会議 議案等に対する質疑
議案等に対する質疑
決議案の上程（企業会計決算審査特委設置）
決議案の提案理由説明

8斥 本会議 決議案に対する質疑
決議案の討論、採決
特別委員会委員の選任
特別委員会正副委員長の互選
議案の常任委員会及び特別委員会付託

9昔 休 会 特別委員会（交通網･港湾･企業誘致対策）
12席 休 会 特別委員会（地域医療整備対策）
13惜 本会議 一般市政に対する質問
14戚 本会議 一般市政に対する質問

15斥 本会議
一般市政に対する質問
市長提出議案３件 ………上程

16昔 休 会 常任委員会
20惜 休 会 常任委員会
21戚 休 会 正副委員長会

市長提出追加議案９件 ………上程
市長提出追加議案の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑
決議案１件、意見書案２件 ………上程
決議案等に対する質疑
決議案の討論、採決

26席 本会議 議案の特別委員会付託
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑
特別委員会中間報告
特別委員会中間報告に対する質疑
議案等の付議順序により討論、採決
閉 会

議
案
質
疑

平成17年伊万里市議会第３回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時９月

議会だより 二題

①今回から、定例議会の翌月15日発
行としました。発行の当初から比べ
ると1ヶ月早めたことになります。

②全国表彰を何度でも受けておられる
嬉野町議会から、長く編集に関って
こられた議員を講師にお招きし、編
集等についての研修会をしました。
原稿の書き方についてのアドバイス
もあり、できるところから活かして
いきたいと思います。
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６
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次のことを審議し決定しました

議案番号 提 出 案 件 議決

議案第90号 伊万里市市営駐車場条例の一部を改正する条例制定 可決(◎)

議案第91号 伊万里市火災予防条例の一部を改正する条例制定 可決(◎)

議案第92号 伊万里市散弾銃射撃場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定 可決(◎)

議案第93号 公有水面埋立てによって新たに生じた土地の確認（波多津町辻字野林地先） 可決(◎)

議案第94号 字の区域の変更（波多津町辻字野林地先） 可決(◎)

議案第95号 伊万里・北松地域広域市町村圏組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更 可決(◎)

議案第96号 佐賀県自治会館組合を組織する地方公共団体の数の減少 可決(◎)

議案第97号 佐賀県市町村消防団員公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数の減少 可決(◎)

議案第98号
専決処分の承認を求めること

（平成17年度伊万里市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号））
承認(◎)

議案第99号
専決処分の承認を求めること

（平成17年度伊万里市水道事業特別会計補正予算（第1号））
承認(◎)

議案第100号
専決処分の承認を求めること

（平成17年度伊万里市工業用水道事業特別会計補正予算（第1号））
承認(◎)

議案第101号 専決処分の承認を求めること（平成17年度伊万里市一般会計補正予算（第3号）） 承認(◎)

議案第102号 伊万里市教育委員会委員の任命 同意(◎)

議案第103号 平成17年度伊万里市一般会計補正予算（第4号） 可決(◎)

議案第104号 平成17年度伊万里市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決(◎)

議案第105号 平成17年度伊万里市介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決(◎)

議案第106号 平成17年度伊万里市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号） 可決(◎)

議案第107号 平成17年度伊万里市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 可決(◎)

議案第108号 平成17年度伊万里市老人保健特別会計補正予算（第1号） 可決(◎)

議案第109号 平成17年度伊万里市水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決(◎)

議案第110号 平成16年度伊万里市水道事業特別会計決算認定 継続審査

議案第111号 平成16年度伊万里市工業用水道事業特別会計決算認定 継続審査

議案第112号 平成16年度伊万里市国民健康保険病院事業特別会計決算認定 継続審査

議案第113号 特定事業契約の締結（伊万里市学校給食センター（仮称）整備事業） 可決(◎)

議案第114号
工事請負契約の締結

（平成17年度伊万里市公共下水道事業伊万里市浄化センター水処理施設機械設備工事）
可決(◎)

議案第115号 平成17年度伊万里市一般会計補正予算（第5号） 可決(◎)

議案第116号 平成16年度伊万里市一般会計決算認定 継続審査

議案第117号 平成16年度伊万里市国民健康保険特別会計決算認定 継続審査

議案第118号 平成16年度伊万里市介護保険特別会計決算認定 継続審査

議案第119号 平成16年度伊万里市立花台地開発事業特別会計決算認定 継続審査

議案第120号 平成16年度伊万里市公共下水道事業特別会計決算認定 継続審査

議案第121号 平成16年度伊万里市農業集落排水事業特別会計決算認定 継続審査

議案第122号 平成16年度伊万里市伊万里駅周辺土地区画整理事業特別会計決算認定 継続審査

議案第123号 平成16年度伊万里市市営駐車場特別会計決算認定 継続審査

議案第124号 平成16年度伊万里市老人保健特別会計決算認定 継続審査

報告第7号 平成16年度伊万里市国民健康保険病院事業特別会計継続費精算報告

決議案第3号 特別委員会設置に関する決議 可決(◎)

決議案第4号 特別委員会設置に関する決議 可決(◎)

意見書第5号 地方議会制度の充実強化に関する意見書の提出 可決(◎)

意見書第6号 自治体病院の医師確保対策を求める意見書の提出 可決(◎)

〈◎は全会一致〉

★ 意見書の全文は会議録に載せておりますので、ご参照ください。
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委員会に付託された９議案について審議の
結果、全議案とも原案の通り可決・承認すべ
きものと決定いたしました。
伊万里市火災予防条例の一部改正は消防法

の改正により条例整備するもので、主な改正
内容は
①燃料電池発電設備および気体燃料内燃機関
を原動力とする発電設備の位置、構造およ
び基準を定め、10キロワット未満の設備の
設置基準が緩和されたこと。
②一般の住宅に防災警報器または防災報知設
備が義務化されたことです。
このため新築住宅はＨ18年６月１日、既存

住宅はＨ23年６月１日から（スプリンクラー
設置の免除建築物を除く）寝室等への機器設
置および維持が義務付けられます。
一般会計補正予算は防犯灯設置助成金85万

９千円が増額され、今年度申請されている78
行政区＝145基全ての事業実施を計画してい
ます。また中国大連市で開催される「伊万里
梨」「伊万里焼」販売フェアーを支援するため
の旅費等117万３千円。
消防施設整備関係では大坪町下古賀婦人消

防隊に軽可搬ポンプ並びに予防活動用資器材。
大坪町六仙寺地区、松浦町中通地区、山代町
立岩地区の防火用水槽補修費補助金および大
坪分団第4部の積載車格納補助金。携帯電話
119番直接受信システム導入等の予算が計上
されています。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

付託された条例議案１件、補正予算議案４
件、学校給食センター特定事業契約の締結に
関する議案について慎重に審査し、原案の通
り可決すべきものと決定しました。
学校給食センターに関しては、８月19日に

開催した委員会で説明を受け、議論を行って
おり、それを踏まえての委員会となりました。
多くの質疑がありましたが、最終的には、第
一優先交渉権者との契約が全会一致で決まり
ました。５～６ページに概要を載せています
ので、ご参照ください。（マスコミ３社、議員
１名の傍聴がありました）
補正予算では、「新病院整備可能性調査事業」

として、医療需要や将来の患者数を推計する
など中核的病院の整備に関する調査をコンサ
ルに委託する予算約350万円があり、選択肢
の一つである社会保険病院と市民病院との統

合などについての議論がありました。また、
県の方針転換により市内へのスクールアドバ
イザー配置数が８校から６校に減少したこと
や、昨年度から小中学校でなされている「オ
ンリーワンの佐賀体験活動支援事業」のあり
方など、県事業に対する率直な意見交換をし
ました。今年度新築移転を予定していた障害
児発達支援センター「ひまわり園」は、より
優しい施設とするため、来年度までの２ヶ年
での整備となります。また、東山代留守家庭
児童クラブの施設内にトイレが設けられます。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎浜野 義則 ○川内 学 黒川 通信 草野 譲
樋渡 雅純 渡邊 英洋 内山 泰宏

◎堀 良夫 ○盛 泰子 前田 久年 前田 教一
岡口 重文 原口 弘 下平 美代

大連での伊万里梨販売フェアー

学校給食センター予定地（左手に伊万里湾大橋をのぞむ）



委員会へ付託されました、予算議案３件、
一般議案２件について、慎重審議の結果、原
案のとおり可決及び承認すべきものと決定い
たしました。
土木費の補正は、市道の維持補修及び改良

舗装等に要する経費、地方特定街路整備事業
等の県営事業負担金、地域住宅交付金制度を
活用した市営住宅の補修工事に要する経費等
をそれぞれ追加するものであります。
主な事業としては、市道整備事業として、

１千750万円計上されており、これは市単独
事業で予定していた市道改良事業について、
地域再生基盤強化交付金事業における道整備

交付金を活用し実施するものであるとの説明
を受けました。 道路交付金 事業費の1／２
また、新規事業としては、防空壕対策事業

として６万１千円計上されています。
これは、戦後60年以上放置された状態にあ

る防空壕について、市民の安全確保並びに公
共的指導により設置されたという経緯から安
全対策のために看板を設置するものであると
の説明を受けました。

建設委員会
★所管 建設部、水道部
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当委員会に付託された議案は、条例の一部
改正１件、平成17年度伊万里市一般会計補正
予算のうち、農林水産業費、商工費、及び災
害復旧費（農林水産施設災害復旧費）であり、
慎重審査の結果、原案のとおり可決すべきも
のと決定いたしました。
条例の一部改正は、伊万里駅前市営駐車場

を利用する場合、時間で料金が加算されてい
ますが、１日500円以上は加算されず、24時
間駐車しても500円とするものであります。
補正予算の主なものは、農林水産業費で、

農道舗装や水路改良等小規模な土地改良工事
に対する補助金2,000万円。県営事業で施行
される老朽ため池整備、農免道路整備、海岸
保全事業、農業水利施設予防保全事業に対す
る市の負担金約3,600万円、商工費で、観光
客船「にっぽん丸」が10月26日に伊万里港に
初寄港することに伴い、歓迎式典を行う経費
７万円等であります。

災害復旧費では、今年３月及び７月の豪雨に
よる農地及び農業用施設の災害復旧事業に要
する経費2,026万円であります。
なお、関係の現地調査を行いました。
１ 伊万里市第２地区（大川）梨選果場
２ 黒川町畑川内「加盛ため池」
３ 黒川町七ッ島工業団地「大渡鉄工所」
進出予定地

４ 黒川町七ッ島港湾用地「粗油貯蔵施設」
５ 東山代町大久保「特定鉱害復旧個所」

産業経済委員会
★所管 産業部、農業委員会

◎高木 久彦 ○貞方 喜延 山増 秀明 山田 悟
笠原 義久 岩橋 紀行 樋渡 伊助

◎福田 喜一 ○満江 洋介
島田 布弘 前田儀三郎
占野 秀男 田中 啓三
岩本 盛房

初入港するにっぽん丸

整備が進む黒川松島線（啓成中付近）
当初

路線名
事業費

財源内訳
起債 一財

立岩 ･東分線 6,000 4,500 1,500
重橋 ･中山線 12,000 9,000 3,000
下 平 2 号 線 6,000 4,500 1,500
古賀･正力坊線 4,000 4,000
合 計 28,000 18,000 10,000

9月補正後

事業費
財源内訳

交付金 起債 一財
10,000 5,000 4,200 800
15,000 7,500 6,300 1,200
10,000 5,000 4,200 800
5,000 2,500 2,100 400
40,000 20,000 16,800 3,200
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老朽化が進み、多くの皆さんにご迷惑とご心配をおかけしていましたが、このほど新築する
ための契約議案を市議会で可決しました。来年秋からスタートの予定です。
「伊万里は焼き物のまちなのに、なぜ給食の食器は焼き物ではないのか？」という小学生の

素朴な疑問に端を発した形になりましたが、議会でもかなり前から取り上げられてきた問題で
した。財政難の折、一度に数十億の予算をつくることが難しい中、新たにできたＰＦＩという
制度での実施を市長が提案し、研究を重ねてきました。
「市民に分かりにくい」とのご指摘があるようですので、今回、特集を組み、議会としての
説明責任を果たしたいと思います。

東山代町里のポリテクセンター跡地（7,652㎡、建物面積2,863㎡）
1日の供給食数6,100食。（最大7,000食）
・衛生管理機能が優れたドライシステム
・汚染作業区域（食材検収、下処理室等）と非汚染作業区域（調理室等）
とを明確に区分
・調理場内を一定の温度・湿度に保つ空調設備
・米飯給食のための炊飯機器導入
・食に関する教育のための見学施設
・焼き物食器の導入（一部、小中学生からの応募作品）
・適温給食の提供・充実のための保冷コンテナ、二重食缶等の導入

公共事業に民間の経営ノウハウを活用する試み。今回
の計画では、建設だけではなく、維持管理や給食の配送
まで含めて15年間にわたり担当してもらう。そのため、
関係する事業者（設計・建設・運送・設備など）がグル
ープをつくり、市が示した要求水準をもとにそれぞれに
特長のある提案を行った。市は約27億円（建設に関わ
る費用だけでなく、運営段階に必要な費用等を含めたコ
スト）を15年間で支払う。
●事業者に任せる主な業務：本体施設・既存施設解体に
伴う新配膳室の設計、本体施設・新配膳室の建設、既
存センターの解体。また、施設建設後から15年間に
おける本体施設・調理設備等の維持管理、給食の配
送・回収。
●これまで通り市が行う業務：献立作成、食材調達・検
収、調理、洗浄。

建築・財務・衛生管理の学識経験者３名

（市外）と助役・教育長の計５名が審査委員。
50項目におよぶ提案内容の審査を合議制で
行った。書類審査だけではなく、プレゼン
テーション（提案者による説明と質疑応答）
も。価格面600点、提案内容面400点の合
計1,000点満点とし、加点方式で採点。
ＰＦＩでは事業の「質」が厳しく問われ

るため、具体的にどのくらい要求水準を満
たしているか、それ以上の提案がなされて
いるかがポイント。

※給食センターに関する今回の資料は、市のＨＰの他、市役所１階市民情報コーナー、市民図書館でも公開しています。
ＰＦＩに関しては、内閣府ＰＦＩ推進室ＨＰが参考になります。



7

特
集

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
す

そのうち３億円は配送に関連する。現在の４センターを一つに統合す
るため、給食開始時刻により近く配送することが大きな課題だった。配
送車８台に２人づつ乗り組み、しかも食器の事前配送をするなど学校教
育の一環として安全性を考慮した提案が高く評価された。予備車１台あ
り。なお、事前のＱ＆Ａの中で「現況と同程度での配送計画とし、安全
上・衛生上支障が生じない提案をお願いします」との市の考えが示され
ている。１億円は、主にセンター本体の設計・建設費（調理設備を含む）
などトータルとしての差。なお、従来の手法で建設する場合の価格と比
較して、約27.5％のコスト縮減となる。（★現在価値換算）

・募集要項と同時に公表された「事業者選定基準」に、提案内容審査の
採点方法として、次の表が示されている。
評 価 評 価 内 容 採 点 基 準
Ａ 特に優れている 配点×1.0
B 優れている 配点×0.6
Ｃ やや優れている 配点×0.3

Ｄ
要求水準は満たしているが
特に優れた提案はない

配点×０

・提案内容が、要求水準レベルであるとの判断でＤランクとされた場合、
採点は０点となるシステム。このため偶然の一致とは言えない。
・要求水準をクリアーした上で、独自のノウハウで具体的な提案がなさ
れることが必要であり、判断にあたっては、選定委員会での事業者に
よる説明も、大きな要素を占めている。

①包括委託のメリット
設計・建設・運営を一括して委ねることによ

り、運営費を意識した設計や、設計思想を理解
した建設・維持管理が可能となる。
（例）病院の管理業務を個別に委託した場合、室
内清掃・消毒後にシーツ交換が入る場合あり。
これを１社に委ねることにより、シーツ交換→
清掃→消毒の順で、同一作業員が複数業務を行
うこともでき、移動時間の合理化が図れる。
②長期間委託のメリット：ノウハウの蓄積によ
るコスト削減
具体的な仕事のやり方を事業者に委ねる「性

能発注」のため、業務改善をコスト削減に結び
つきやすくし、自発的な改善努力を引き出すし
くみ。

（例）今年度どんなに質の高いサービスの実現に
努めても、来年度は低価格の提案を行った事業
者に代わるかも知れないという状況では、長期
的な視点から職員の研修や訓練を行うことの動
機に欠ける場合もある。
③民間が資金負担することのメリット
総事業費を事業期間中に均等に払うため、初

期における財政負担を軽くすることが可能。財
政状況が厳しい自治体では、従来方式よりも早
く事業に着手できる。

参考文献

『行政マンのための自治体ＰＦＩ相談室』三井真

東洋経済新報社 2004.8

この本は市民図書館にあります

★従来の民間委託とＰＦＩとの違い

★現在価値換算：15年先の額を今の貨幣価値に換算したもの
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交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会
１ 西九州自動車道の整備について
唐津伊万里道路は無料化がほぼ決定のた

め伊万里東インターが縮小されるに伴い関
係区及び地権者との詰めの協議がされてい
る。新たなインター設置予定の谷口、古里
地区においては測量の結果、地形、勾配な
ど一部、方線変更せざるを得ない状況にあ
り関係者との慎重な協議がされている。尚
井手野地区等４地区において用地補足調査
も行われている。

１ 伊万里道路について
都市計画決定に向けた手続きと環境影響

評価書作成が進められている。その他の主
要道路、国道202号上伊万里交差点から十
三塚橋、総事業費17億円中既に12億円が投
資されほぼ順調に進められており、井手野、
小麦原交差点歩道設置工事も18年度供用開
始を目指している。他の県工事も「ちゃく2

プロジェクト」に基づき鋭意取り組まれて
いる。

１ 港湾整備について
伊万里港港湾計画が平成17年３月に改定

された。現在、国際コンテナ航路を４航路
有し、コンテナ貨物の取扱量が平成16年度
は約25,000本で、平成９年釜山航路開設時
と比較して15倍になる。今後船舶の大型化
等に対応した物流機能の充実、良好なアク
セスの確保が図られることを期待する。

１ 企業誘致について
山内町の大渡鉄工所が七つ島工業団地に

進出、９月２日に協定締結等がなされた。

◎前田 教一 ○山田 悟 山増 秀明

岡口 重文 内山 泰宏 樋渡 伊助

岩本 盛房 満江 洋介 福田 喜一

地域医療整備対策調査特別委員会
平成17年６月議会で新しく設置された委

員会です。７月19日、９月９日委員会開催、
８月２日～４日、先進地を視察しました。

１ 地域医療整備について
地域医療整備におけるこれまでの経過、

及び市民病院と社会保険浦ノ崎病院の統合
を含めた今後の方向性について、説明を受
けた。
病院統合については、これまで浦の崎病

院と★全社連と協議を重ねられていたが、今
回、保険庁とも協議が行われている。この
地域医療整備における一つの選択肢である
病院統合については、来年３月をめどに一
定の方向性を出す。その判断の基礎資料を
得るため、新病院整備可能性調査が計画さ
れている。
現在の西部医療圏において、統合による

ベット数の確保は重要な条件であり、社会
保険病院の整理統合は、好機であるとも考

えられる。
この調査では浦ノ崎病院との統合も、一

つの手法と位置づけたうえで検討を行って
いくとされている。新病院整備の検討を行
うに当たっては、統合という手段のみにと
らわれることなく、地域医療、公的病院の
あり方を多角的な視点から分析し、十分な
検討を行われたい。

２ 先進地視察
〔大分県中津市､大野市､熊本市〕
それぞれ特色のある経営である。地域完

結医療。医療と対等の予防医療。医療圏に
おける診療科目のすみわけ等、病院の特色
ある機能、方向性の確立が重要である事を
認識した。

◎下平 美代 ○前田 久年 樋渡 雅純

川内 学 堀 良夫 高木 久彦

笠原 義久 田中 啓三 浜野 義則

★ 全社連(全国社会保険協会連合会)
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一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．来年の市長選挙に向けての市長の考え
２．伊万里市民図書館の負担金の見直しに
ついて

１．「ひまわり園」について
(1) 指定管理者公募問題
① 公募と非公募の考え方
② 原課の方針と選定委員会との意
見が異なった際の対応

③ 市議会文教厚生委員会報告の重
みと今後

④ 「兼業禁止」規定
(2) 施設建設の先送り
２．県へ要請すべき事項について
(1) 県立病院
① 「西部地域への配慮」を強く求め
るべきではないか

(2) パスポート交付事務
(3) 乳幼児医療費の助成年齢引き上げ
３．伊万里市のＰＲについて
(1) ホームページに「特筆モノの視察
項目」掲載を

１．図書館サービスについて
(1) ＩＴステーション・データソフト

の活用・充実について
(2) 利用者サービスの拡大と取り組み

について
２．アスベスト実態調査と対策について
(1) 実態把握の調査基準・方法に

ついて
(2) 除去及びばく露防止対策について
(3) 市民の不安への対応について
３．「リフォーム詐欺」等の被害防止に
ついて
(1) 被害及び相談の状況
(2) 対応策と啓発について
(3) 成年後見制度の利用・促進に

ついて

１．アスベスト使用の実態と対策
２．都川内森林公園に公認のグランドゴル
フ場を

３．統合給食センターの建設について
４．職員の超過勤務について
５．生活保護のあり方について

１．消防機材整備について
(1) 積載車更新計画について
(2) その他機材の整備について
２．伊万里市学校給食センター（仮称）整
備事業について
(1) 経過について
(2) 優先交渉権者の決定について
３．平成18年市長選について
(1) 一期目の評価について
(2) 二期目に向けての抱負は

１．クレー射撃場に指定管理者制度を導入
する経緯とメリットについて
２．独居高齢者・介護支援家族の緊急時に
おける支援体制について

１．伊万里市学校給食センター建設計画に
ついて
(1) 計画経緯について
(2) ＰＦＩ事業について
(3) 実施計画について

田中 啓三

（総 括）

盛 泰子

（一問一答）

樋渡 雅純

（一問一答）

１．市長就任以来、３年半が経過し、振り
返ってみて、現時点までの伊万里市政
の取組みと、評価について
(1) 塚部市長が描く伊万里市像という

ものはどんなものか
(2) 行政改革について
①市民へのサービスの向上を図りな
がら、効率の良い行政改革を行う
べきだが、今後の取組みについて

(3) 中核医療病院の開設をとの市民の
声に対し、本市としてどの様に取
組まれ、どの様に対処されるのか

① 決定権を持った相手機関は何処
なのか

② 今年度末までに、合意が出来る
のか

③ これからのタイムスケジュール
について

草野 譲

（一問一答）

１．七ツ島工業団地内のレシード油施設に
ついて

２．一部事務組合の運営について
３．塚部市長は次期市長選に向けてどう考
えているか

岩橋 紀行

（一問一答）

１．農業振興策について
(1) 推進体制をどう構築するのか
(2) 農業振興３ヶ年計画にどう取り組むのか
(3) 学校給食に於ける地場産の食材導

入について

渡邊 英洋

（一問一答）

１．玄海国定公園の運営管理について
(1) 竹ノ古場公園の用水確保及び障害

者への対応
(2) 大平山公園における園内管理の不

備について
２．公共施設等のトイレ改善について

福田 喜一

（総括）

占野 秀男

（一問一答）

貞方 喜延

（一問一答）

下平 美代

（一問一答）

堀 良夫

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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一

般

質

問

田
中

啓
三

塚
部
市
長
就
任
以
来
、

３
年
半
さ
わ
や
か
市
政
を
中
心

に
14
年
度
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、財
政
健
全
化
計
画
又
、

職
員
の
意
識
改
革
と
多
く
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

が
、
次
期
市
長
選
挙
の
出
馬
の

考
え
と
、
二
期
目
に
向
け
て
の

考
え
。

答
弁

市
長

市
全
体
と
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
今
後
と
も
進
め
、

来
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
出
馬

を
考
え
て
い
る
。

又
、
市
町
村
合
併
を
反
省
と

し
て
、
さ
わ
や
か
市
政
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
き
、
公
約
で

あ
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
来
年
一

部
開
園
で
あ
り
、
今
後
見
直
し

を
含
め
す
す
め
て
い
く
。

中
核
的
病
院
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
市
民
病
院
と
社
会

保
険
病
院
と
の
統
合
を
、
本
年

度
中
に
社
会
保
険
庁
と
協
議
し
、

基
本
合
意
を
取
り
付
け
た
い
。

質
問

図
書
館
が
開
館
か
ら
十

年
が
経
過
し
、
予
算
減
額
さ
れ

る
中
、
有
田
町
・
西
有
田
町
か

ら
の
利
用
者
が
５
万
件
に
な
っ

て
い
て
、
来
年
両
町
が
合
併
す

る
こ
と
で
、
こ
の
時
期
に
自
治

体
か
ら
の
負
担
金
を
考
え
る
べ

き
で
な
い
か
。

答
弁

市
長

平
成
７
年
に
開
館
以
後
、
多

く
の
方
に
利
用
頂
き
、
市
内
外

か
ら
51
万
件
を
超
え
職
員
も
大

変
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
他
の
自
治
体
の
事
例

等
も
調
査
し
、
両
町
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

占
野

秀
男

質
問

市
内
に
あ
る
小
中
学

校
、
市
民
会
館
な
ど
公
共
施
設

の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
実
態
と

今
後
の
対
策
、
ま
た
市
民
か
ら

の
相
談
窓
口
や
対
応
に
つ
い
て

考
え
は
。

答
弁

市
民
部
長

市
内
公
共
施
設
の
中
に
は
一

部
機
械
室
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
が
接
し
な
い
場

所
で
飛
散
の
危
険
は
な
い
が
、

今
後
国
の
基
準
改
正
に
合
わ
せ

対
応
す
る
。
相
談
は
保
健
所
な

ど
の
他
、
市
民
相
談
窓
口
で
も

応
じ
た
い
。

質
問

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
も
、
県

登
録
や
県
大
会
、
九
州
大
会
に

参
加
す
る
人
も
多
く
な
り
、
伊

万
里
に
も
公
認
コ
ー
ス
の
グ
ラ

ン
ド
が
ぜ
ひ
欲
し
い
が
考
え
は

あ
る
か
。

答
弁

市
長

伊
万
里
に
も
何
と
か
し
た
い

と
ひ
そ
か
に
検
討
し
て
い
た
。

ご
希
望
も
多
い
こ
と
か
ら
黒
川

中
学
校
跡
地
に
計
画
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
実
施

さ
れ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
間
に
四

億
円
も
の
差
が
あ
る
の
に
高
額

の
グ
ル
ー
プ
を
一
位
と
し
た

り
、
各
提
案
に
対
す
る
評
価
に

問
題
は
な
い
の
か
等
、
市
民
か

ら
指
摘
が
あ
る
が
。

答
弁

教
育
長

初
め
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
従

来
と
は
違
い
、
各
グ
ル
ー
プ
事

に
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
、

運
営
な
ど
の
提
案
を
得
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
専
門
家
な
ど
５
名
か
ら

な
る
審
査
委
員
会
で
厳
密
に
審

査
し
た
結
果
で
、
経
過
や
評
価

点
な
ど
す
べ
て
オ
ー
プ
ン
に
し

て
い
る
。
ご
理
解
賜
り
た
い
。

貞
方

喜
延

質
問

昭
和
46
年
か
ら
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
導
入
が
図
ら
れ
て

い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
今
日
、
積
載
車
の
更
新
機

材
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
が
、

積
載
車
、
資
機
材
の
整
備
計
画

は
。

答
弁

消
防
長
・
市
長

積
載
車
は
、
20
年
経
過
を
目

安
に
、
消
防
団
の
削
減
と
部
の

統
廃
合
活
性
化
事
業
と
合
わ

せ
、
石
油
貯
蔵
施
設
備
蓄
対
策

交
付
金
等
の
制
度
を
利
用
し

て
、
消
防
団
の
付
託
に
応
え
て

い
く
。

質
問

民
間
資
金
活
用
に
よ

る
、
公
共
施
設
等
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
提
出
さ

れ
た
書
類
の
一
次
二
次
の
審
査

で
四
企
業
体
と
も
要
求
水
準
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
の
に
高

来
年
の
市
長
選
挙
に

向
け
て
の
市
長
の
考
え

市
民
図
書
館
の

負
担
金
の
見
直
し

質
問

答
弁

答
弁

質
問

ア
ス
ベ
ス
ト
の

実
態
と
対
策

質
問

答
弁市

に
公
認
グ
ラ
ン
ド
を

質
問

答
弁給

食
セ
ン
タ
ー
の

問
題
点

答
弁

消
防
機
材
整
備

に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

質
問
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一

般

質

問

質
問

下
平

美
代

質
問

①
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

経
費
の
節
減
を
目
的
と
す
る
指

定
管
理
者
制
度
を
射
撃
場
に
導

入
す
る
理
由
。
②
環
境
問
題
の

対
応
は
。
③
地
元
に
制
度
導
入

の
指
針
、
方
針
の
説
明
は
。

答
弁

教
育
部
長

①
射
撃
場
は
特
殊
の
技
術
を
要

す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
直
営

で
は
難
し
い
。
民
間
の
能
力
を

活
用
し
て
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
た
い
。
経
費
節
減
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
②
水
質
検
査
、
土

壌
検
査
に
つ
い
て
は
、
市
が
従

来
通
り
責
任
を
持
っ
て
行
う
。

③
地
元
に
説
明
は
し
た
が
理
解

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

質
問

現
在
使
用
中
の
ク
レ
ー

は
白
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
赤

の
ク
レ
ー
が
見
当
た
ら
な
い
。

ク
レ
ー
の
処
分
に
つ
い
て

答
弁

教
育
部
長

ク
レ
ー
は
平
成
15
年
７
月
に

い
方
に
優
先
交
渉
権
者
が
決
定

さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

教
育
部
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
公

の
役
割
と
し
て
衛
生
的
で
管
理

運
営
面
で
も
安
全
安
心
な
施
設

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
優
先

交
渉
権
者
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
四
企
業
体
か
ら
提
出
さ
れ

た
書
類
を
、
公
平
、
公
正
、
厳

正
に
専
門
家
の
方
３
名
と
助

役
・
教
育
長
で
審
査
さ
れ
た
結

果
で
あ
り
内
容
も
高
い
方
が
良

か
っ
た
の
で
決
定
さ
れ
た
。

質
問

市
長
就
任
以
来
３
年
半

が
経
過
し
た
が
、
評
価
と
二
期

目
に
向
け
て
の
抱
負
に
つ
い

て
。

答
弁

市
長

就
任
以
来
基
本
的
に
は
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
て
市
政
を
遂

行
し
て
き
た
。
財
政
の
改
革
改

善
を
や
り
、
ま
た
中
国
木
材
、

日
本
水
産
の
誘
致
も
し
た
。
今

後
伊
万
里
湾
の
利
活
用
を
す
る

た
め
関
係
市
町
と
連
携
を
と
っ

て
い
く
。

処
分
し
た
分
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

は
あ
る
。

質
問

ク
レ
ー
射
撃
場
の
今
後

に
つ
い
て

答
弁

市
長

公
的
施
設
で
あ
り
市
の
責
任

と
し
て
管
理
す
る
。
地
元
対
策

も
市
の
責
務
と
し
て
ア
ス
ベ
ス

ト
と
同
じ
と
思
う
の
で
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
対
応
し
た
い
。

質
問

緊
急
事
態
に
対
応
す
る

た
め
連
絡
網
の
作
成
計
画
が
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
。
駐
在
員
の
名
簿
の
公
表
は

で
き
な
い
か
。

ま
た
、
個
人
宅
に
も
連
絡
網

の
貼
付
が
あ
れ
ば
速
や
か
な
対

応
と
な
る
。
行
政
か
ら
の
対
応

は
で
き
な
い
か
。

答
弁

総
務
部
長

駐
在
員
の
名
前
は
区
長
会
に

要
請
し
て
み
た
い
。
災
害
弱
者

の
対
応
は
、
一
律
に
行
政
か
ら

は
で
き
に
く
い
。

堀

良
夫

質
問

平
成
14
年
11
月
、
学
校

給
食
施
設
整
備
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
既
設
四
箇
所
の
給
食

セ
ン
タ
ー
を
一
箇
所
（
最
大
七

千
食
）
に
統
合
す
る
提
言
を
受

け
、
安
全
対
策
等
課
題
点
に
つ

い
て
、
質
問
、
提
案
し
て
き
た

が
、
今
日
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
、ど
の
よ
う
な
実
施
方
針
か
。

答
弁

教
育
長

給
食
セ
ン
タ
ー
は
衛
生
管
理

が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
食
材

の
搬
入
、
搬
出
を
始
め
調
理
作

業
の
動
線
に
配
慮
し
、
複
数
の

調
理
工
程
が
可
能
な
設
備
計
画

と
し
、
事
業
全
体
に
衛
生
管
理

対
応
と
し
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入

の
計
画
で
あ
る
。

質
問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
県
内
で

初
め
て
の
導
入
で
あ
り
、
議
会

に
も
市
民
に
も
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
業

手
法
の
特
性
は
何
か
。
厨
房
設

備
の
熱
源
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
優
先
交
渉
権
者
が
高
い
。

検
証
は
し
た
か
。

答
弁

教
育
長

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
、
民
間
の

資
金
・
経
営
能
力
・
技
術
能
力

を
活
用
し
、
設
計
・
維
持
管

理
・
運
営
等
が
一
体
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費
を
削

減
し
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期

待
で
き
る
。
熱
源
の
ラ
ン
ニ
グ

コ
ス
ト
の
検
証
は
し
て
い
な

い
。

質
問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
新
し
い
事
業

で
あ
り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

提
案
内
容
の
評
価
は
審
査
講
評

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

公
平
性
・
透
明
性
に
お
い
て
分

か
り
に
く
い
点
が
あ
り
、
市
民

の
理
解
を
高
め
る
た
め
に
も
議

事
録
の
開
示
は
。

答
弁

助
役

５
名
の
委
員
に
よ
り
、
慎
重

か
つ
厳
正
な
審
査
が
実
施
さ
れ

た
と
自
負
し
て
い
る
。

来
年
市
長
選
に

つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

ク
レ
ー
射
撃
場
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問一

人
暮
ら
し（
障
が

い
者
）
高
齢
者
の

緊
急
支
援
体
制

質
問

答
弁

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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一

般

質

問

盛

泰
子

質
問

①
県
立
病
院
の
移
転
問

題
で
、
当
初
の
報
告
書
に
あ
っ

た
「
医
療
環
境
が
手
薄
な
県
西

部
へ
の
配
慮
」
の
部
分
が
完
全

に
無
視
さ
れ
て
い
る
。
市
長
と

し
て
発
言
す
べ
き
だ
。
②
パ
ス

ポ
ー
ト
交
付
事
務
が
伊
万
里
で

行
え
る
よ
う
に
。
③
乳
幼
児
医

療
費
助
成
を
就
学
前
ま
で
拡
大

す
る
よ
う
に
。

答
弁

市
長
・
政
策
経
営
部

長
・
市
民
部
長

①
西
部
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
良
い
所
へ
の
配
慮
を
関
係
首

長
と
要
望
す
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
。
②
県
か
ら
の
権
限
委
譲

を
受
け
れ
ば
、
来
年
４
月
か
ら

市
役
所
で
の
交
付
が
可
能
と
な

る
が
、
一
方
で
県
庁
な
ど
で
の

取
得
は
原
則
と
し
て
不
可
能
と

な
る
。
市
民
の
利
便
性
が
低
下

し
な
い
よ
う
県
と
協
議
す
る
。

③
県
も
年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い

て
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
要
望

し
て
い
き
た
い
。

質
問

障
が
い
児
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
園
に
は
、
専

門
性
と
継
続
性
が
求
め
ら
れ

る
。
議
会
と
し
て
も
「
非
公
募
」

と
す
る
方
針
を
是
と
し
て
い

た
。
指
定
管
理
者
を
公
募
す
べ

き
で
は
な
い
。

答
弁

助
役
・
市
長

選
定
委
員
会
委
員
長
と
し

て
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
指
導
者
へ
の
期
待
等
を

考
え
る
と
、
現
在
の
状
況
が
ベ

ス
ト
で
あ
る
と
の
検
証
が
で
き

れ
ば
、
非
公
募
と
す
る
。

質
問

新
た
な
施
設
の
建
設
は

２
ヶ
年
計
画
と
な
っ
た
が
、
補

助
制
度
に
乗
ら
な
く
て
も
確
実

に
実
施
す
べ
き
だ
。

答
弁

市
長

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

（
２
問
省
略
）

樋
渡

雅
純

質
問

Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
充
と
デ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
利

用
に
つ
い
て

答
弁

教
育
部
長

現
在
の
シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス

期
間
が
今
年
度
完
了
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
増
設
が
可
能
か
ど

う
か
も
含
め
関
係
課
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
今
年
五
月

に
新
聞
の
デ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
も

導
入
し
、
現
在
職
員
の
目
に
付

く
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
い
る

が
、
デ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
存
在

を
紹
介
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
設
置
場

所
も
再
度
検
討
し
利
用
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

開
設
以
来
週
48
時
間
の

利
用
時
間
で
あ
る
が
、
全
国
的

に
は
延
長
の
傾
向
に
進
ん
で
い

る
。検
討
の
余
地
は
な
い
の
か
。

答
弁

教
育
部
長

現
状
で
は
時
差
出
勤
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
く
な
り
職
員
配
置

が
手
薄
に
な
る
。
直
ち
に
は
現

時
点
で
は
困
難
だ
が
利
用
者
の

希
望
は
聞
い
て
い
る
。
現
在
年

間
の
利
用
日
数
も
増
や
し
、
拡

大
に
努
め
て
い
る
。
今
後
関
係

機
関
と
も
相
談
し
研
究
し
て
い

き
た
い
。

質
問

一
人
暮
ら
し
や
判
断
能

力
が
不
十
分
な
高
齢
者
を
狙
っ

て
の
詐
欺
が
急
増
。
被
害
者
を

囲
む
家
族
、
ヘ
ル
パ
ー
、
民
生

委
員
、
老
人
会
等
積
極
的
か
つ

地
道
な
広
報
活
動
が
大
事
、
具

体
的
対
策
は
。

答
弁

総
務
部
長

講
座
開
催
は
平
成
15
年
６

回
、
平
均
参
加
者
65
人
程
度
で

今
年
は
４
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
出
前

講
座
は
ま
だ
だ
が
、
要
請
が
あ

れ
ば
出
か
け
た
い
。
啓
発
用
リ

ー
フ
の
数
は
十
分
足
り
て
い

る
。
相
談
が
あ
っ
た
も
の
は
被

害
金
の
実
害
は
な
く
、
取
り

戻
し
て
い
る
。
早
い
相
談
が
あ

れ
ば
救
済
の
道
は
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

成
年
後
見
制
度
の
活
用

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

草
野

譲

質
問

６
万
市
民
の
市
長
と
し

て
伊
万
里
市
の
将
来
に
わ
た

る
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
最
重
点
目
標

を
き
ち
ん
と
定
め
、
市
民
に
示

す
事
が
市
長
と
し
て
の
使
命
で

は
な
い
か
。

答
弁

市
長

私
は
伊
万
里
市
民
の
皆
様
を

日
本
一
の
健
康
で
長
生
き
の
町

に
し
た
い
。
食
の
ま
ち
づ
く
り

宣
言
等
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。

自
然
豊
か
な
伊
万
里
で
良
質
な

食
材
を
生
産
者
に
お
願
い
し
、

消
費
者
と
観
光
誘
致
の
活
性
化

を
促
し
、
併
せ
て
健
康
で
生
き

甲
斐
の
あ
る
老
後
を
、
楽
し
め

る
町
に
し
た
い
。

質
問

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
効
率
の
良

い
行
政
改
革
を
行
う
べ
き
だ

が
。

答
弁

市
長

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
を
定

県
へ
要
請
す
べ

き
事
項

図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

塚
部
市
長
が
描
く
伊

万
里
市
像
と
云
う
も

の
は
ど
ん
な
も
の
か

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問 ひ

ま
わ
り
園
と

指
定
管
理
者

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

「
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
」

被
害
防
止
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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一

般

質

問

め
約
72
項
目
に
つ
い
て
行
革
に

取
組
ん
で
き
た
。
主
な
も
の
は

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
確
立
を
図

り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
は
毎
週

火
曜
日
を
午
後
七
時
ま
で
延
長

し
、
職
員
の
期
末
手
当
等
2.5
％

の
カ
ッ
ト
市
長
以
下
特
別
職
の

報
酬
の
減
額
を
行
っ
た
。
更
な

る
改
革
、
改
善
に
向
け
て
努
力

し
て
行
き
た
い
。

質
問

浦
ノ
崎
病
院
側
か
ら
の

会
併
の
話
の
進
捗
度
は
？

答
弁

市
長

全
社
連
、
社
会
保
険
事
務
局

を
含
め
、
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
る
来
年
の
10
月
頃
ま
で
に
合

意
の
メ
ド
を
取
り
付
け
た
い
。

質
問

様
々
な
問
題
を
解
決
し

建
設
、
診
療
開
始
ま
で
の
計
画

は
。

答
弁

市
長

あ
く
ま
で
も
未
定
で
あ
る
が

話
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た

と
仮
定
し
て
Ｈ
19
年
度
に
工
事

の
着
工
、
20
年
度
診
療
開
始
と

の
基
本
構
想
案
を
描
い
て
い

る
。

岩
橋

紀
行

質
問

こ
の
施
設
は
㈱
神
廣
が

平
成
11
年
３
月
に
２
０
０
裾
タ

ン
ク
10
基
を
完
成
し
た
が
、
そ

れ
以
来
７
年
間
操
業
せ
ず
放
置

状
態
に
あ
る
。
敷
地
内
は
雑
草

と
赤
錆
の
状
況
で
あ
り
、
環
境

面
か
ら
も
企
業
誘
致
に
大
き
く

支
障
を
き
た
す
。
管
理
者
の
県

に
対
し
て
早
期
解
決
に
向
け
、

適
切
な
措
置
を
強
く
要
請
す
る

べ
き
だ
。

答
弁

産
業
部
長

県
は
使
用
許
可
取
り
消
し
と

共
に
撤
去
命
令
も
出
し
て
い

る
。
先
月
、
社
長
が
脱
税
で
二

度
目
の
有
罪
判
決
を
受
け
て
お

り
、
総
務
省
あ
て
に
審
査
請
求

の
進
展
に
つ
い
て
再
度
の
照
会

文
書
を
送
付
し
、
現
在
は
結
論

待
ち
の
状
況
。

質
問

県
の
港
湾
課
を
招
聘
し

て
説
明
会
開
催
の
可
能
性
は
。

答
弁

産
業
部
長
・
市
長

説
明
会
は
県
の
担
当
者
と
協

議
す
る
。
企
業
誘
致
に
も
支
障

を
き
た
す
の
で
、
国
・
県
に
は

迅
速
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

質
問

伊
万
里
・
有
田
・
西
有

田
で
運
営
さ
れ
て
い
る
し
尿
処

理
と
火
葬
場
は
来
年
３
月
に
有

田
と
西
有
田
の
合
併
で
組
合
構

成
が
変
更
に
な
る
が
、
負
担
割

合
等
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

市
民
部
長

６
月
に
連
絡
会
議
を
立
ち
上

げ
、
市
の
負
担
が
増
加
し
な
い

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
知
恵
と
工
夫
で
推
進
し
て
市

民
の
期
待
に
応
え
て
欲
し
い
が
。

答
弁

市
長

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
（
食
と

健
康
）
を
柱
に
市
民
と
行
政
が

協
働
し
観
光
倍
増
計
画
等
を
目

指
す
。

渡
邊

英
洋

質
問

高
齢
化
、
後
継
者
不
足

等
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
農

業
に
対
し
て
行
政
と
し
て
ど
う

取
り
組
む
の
か
、
特
に
担
い
手

育
成
、
こ
れ
か
ら
集
落
営
農
が

主
に
な
る
が
農
業
振
興
課
の
中

に
「
集
落
営
農
対
策
室
」
設
置

の
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

平
成
18
年
９
月
よ
り
新
し
い
給

食
セ
ン
タ
ー
で
の
６
１
０
０
食

の
学
校
給
食
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
伊
万
里
産
米
を
始
め
経

営
栽
培
を
含
め
て
よ
り
多
く

の
地
場
産
品
を
食
材
と
し
て
導

入
で
き
な
い
か
考
え
を
お
尋
ね

し
た
い
。

答
弁

産
業
部
長

今
後
、
農
業
の
中
心
と
な
る

べ
き
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

は
、
市
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ

伊
万
里
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
を
構
成
員
と
し
て
「
伊
万

里
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
」
を
今
年
７
月
に
設
立
し

た
。
今
後
こ
の
協
議
会
を
軸
に

積
極
的
に
担
い
手
育
成
に
取
り

組
み
た
い
。
ま
た
、「
集
落
営

農
対
策
室
」設
置
に
つ
い
て
は
、

現
産
業
部
農
業
振
興
課
に
お
い

て
こ
の
集
落
営
農
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
対
策
室
設

置
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

答
弁

教
育
部
長

米
飯
給
食
に
お
け
る
伊
万
里

産
米
使
用
に
つ
い
て
は
消
費
拡

大
の
意
味
か
ら
も
大
変
重
要
で

あ
り
関
系
団
体
と
十
分
協
議
を

重
ね
、
伊
万
里
産
米
使
用
を
検

討
し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
地

場
産
食
材
の
使
用
は
、
食
育
の

面
か
ら
も
、
農
業
進
行
の
意
味

か
ら
も
き
わ
め
て
有
意
義
な
事

で
あ
り
、
契
約
栽
培
を
含
め
て

農
業
関
係
団
体
で
十
分
検
討
さ

れ
、
そ
の
方
策
を
提
案
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

七
ッ
島
工
業
団
地
内
の
レ

シ
ー
ド
油
施
設
に
つ
い
て

農
業
振
興
策

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁 一

部
事
務
組
合
の
運

営
に
つ
い
て

次
期
市
長
選
に

向
け
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

※14号の一般質問記事中、川内議員の質問内容とタイトルが入れ替わっていました。ここに、お詫びして訂正します。
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一
般
質
問
・
市
議
会
議
員
研
修
会
・
編
集
後
記

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

今
回
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
関
し
て
、
大
き
な
判
断
を

迫
ら
れ
る
議
会
で
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
り
全
国
で
は
既
に
20
以
上
の

施
設
が
稼
動
し
て
い
ま
す
が
、
市

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
用
語
一
つ
で
も
耳
慣
れ

な
い
上
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
と
は

全
く
異
な
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
疑
問
が
出
る
の
は
当
然
だ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
特

集
記
事
を
組
ん
で
み
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
正
確
な
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
的
確
な

判
断
へ
の
基
本
条
件
で
す
か
ら
、

今
後
と
も
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
そ

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
ご

希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
盛
泰
子
、
○
樋
渡
雅
純
、
山
田

悟
、
貞
方
延
喜
、
満
江
洋
介
、（
顧

問
）
島
田
布
弘
、
原
口
弘

発
行

伊
万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

福
田

喜
一

質
問

竹
の
古
場
玄
海
国
定
公

園
頂
上
広
場
の
用
水
確
保
が
不

十
分
で
あ
り
、
ト
イ
レ
の
水
も

使
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
用
水

の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
。

答
弁

産
業
部
長

用
水
対
策
に
つ
い
て
は
ボ
ー
リ

ン
グ
を
す
る
か
、
別
の
所
に
水
源

を
探
す
し
か
な
い
の
で
は
と
思

う
。
イ
ベ
ン
ト
の
時
な
ど
に
は
地

元
と
協
議
を
し
て
、
給
水
タ
ン
ク

の
設
置
な
ど
考
え
た
い
。

答
弁

市
長

頂
上
広
場
へ
の
水
対
策
と
し

て
は
三
案
を
考
え
て
い
る
。
ボ

ー
リ
ン
グ
を
す
る
か
、
辻
の
堂

あ
た
り
に
水
源
が
な
い
か
、
中

央
広
場
か
ら
頂
上
ま
で
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
す
る
か
、
今
後
の
検
討

課
題
と
思
う
。

質
問

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

身
体
の
不
自
由
な
方
々
は
、
竹

の
古
場
公
園
頂
上
ま
で
行
く
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
今
あ
る
資

材
運
搬
道
路
の
活
用
は
で
き
な

い
か
。

答
弁

産
業
部
長

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
時

は
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
は
、

今
あ
る
資
材
運
搬
道
路
の
使
用

も
可
能
と
思
う
。
又
頂
上
に
は

障
害
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も

確
保
し
た
い
。

質
問

市
民
会
館
や
各
町
の
市

が
管
理
す
る
公
民
館
等
に
洋
式

ト
イ
レ
の
数
が
少
な
い
。
高
齢

者
や
障
害
者
が
使
用
し
や
す
い

よ
う
洋
式
ト
イ
レ
の
数
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁

市
長

市
が
管
理
す
る
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
が
使
い
や
す
い
洋
式

ト
イ
レ
に
改
善
を
し
た
い
。
障

害
者
福
祉
計
画
を
平
成
18
年
度

に
新
た
に
策
定
す
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
改
善
検
討
委
員

会
を
考
え
た
い
。

玄
海
国
定
公
園

の
運
営
管
理

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁 公

共
施
設
等
の

ト
イ
レ
改
善

年
に
一
度
、
佐
賀
県
市
議

会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修

会
が
持
ち
回
り
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
小
城

市
の
議
員
も
加
わ

り
、
多
久
市
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
あ
り

ま
し
た
。
全
国
市
議

会
議
長
会
次
長

向

田
正
博
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
地
方
議
会

活
性
化
へ
の
課
題
と

方
策
」「
三
位
一
体

改
革
動
向
と
今
後
の

対
応
」
等
の
テ
ー
マ

で
研
修
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
多
岐
に
わ
た
る
内

容
で
し
た
が
、
か
な

り
重
厚
な
資
料
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
活
用
し
、

特
に
議
会
改
革
に
役
立
て
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。


